
　

２
０
０
７
年
の
学
校
教
育
法
の
改
正
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
「
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、

２
０
１
６
年
度
実
績
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
全
国
の
１
３
５
大
学
（
17・

８
％
）
で
計
３
２
１

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
て
い
る
（
大
学
に
お
け
る
教
育
内
容
等
の
改
革
状
況
に
つ
い
て
：
文

部
科
学
省
）。

　

こ
の
「
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
対
す
る
社
会
的
ニ
ー
ズ
の
高
ま

り
に
応
え
る
た
め
、
２
０
１
９
年
４
月
の
法
改
正
に
よ
り
、
総
時
間
数
１
２
０
時
間
以
上
か
ら

60
時
間
以
上
に
短
縮
さ
れ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
了
は
履
歴
書
や
ジ
ョ
ブ・

カ
ー
ド
に
記
入
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
Ｆ
Ｄ・

Ｓ
Ｄ
や
生
涯
学
習
の
場
で
活
用
さ
れ
て
き
た
が
、
今
後
は
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
設
定
が
よ
り
容
易
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
内
容
の
多
様
化
が
進
み
、
よ
り
柔
軟
な
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
、
履
修
証
明
の
活
用
の
幅
も
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

現
在
、
中
央
教
育
審
議
会
で
は
、
大
学
院
に
お
け
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
実
施
を
重
要
課
題

小特集

履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
活
用
の
現
状
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と
し
て
、
大
学
院
設
置
基
準
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
（
大
学
分
科
会

大
学
院
部
会
に
お
け
る
２
０
２
０
年
１
月
現
在
の
審
議
状
況
）。
そ
の
中
で
も
、
リ
カ
レ
ン
ト
教

育
の
活
性
化
と
い
う
側
面
か
ら
、
単
位
互
換
や
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
活
用
が
議
論
に

上
っ
て
い
る
。

　

本
小
特
集
は
、
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
る
大
学
か
ら
現
状
に
つ
い
て
ご
紹
介

い
た
だ
き
、
加
盟
大
学
に
お
け
る
本
制
度
の
活
用
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
た
い
。

社
会
人
経
験
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
循
環

青
木 

聖
久

●
日
本
福
祉
大
学
福
祉
経
営
学
部
（
通
信
教
育
）
教
授

司
法
通
訳
養
成
講
座
の
経
験

後
藤 

昭

●
青
山
学
院
大
学・

一
橋
大
学
名
誉
教
授

女
性
活
躍
を
推
進
す
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

─
関
西
学
院
大
学
ハッ
ピ
ー
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
り
組
み

─

大
内
章
子

●
関
西
学
院
大
学
専
門
職
大
学
院
経
営
戦
略
研
究
科
教
授

Ｃ
Ｓ
Ｗ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

阿
部 

重
樹

●�

東
北
学
院
大
学
経
済
学
部
共
生
社
会
経
済
学
科
教
授
、
学
長
室
長
、

地
域
共
生
推
進
機
構
長

75 大学時報　2020.3



１　
わ
が
国
で
最
古
の
社
会
福
祉
系
大
学
と
し
て

　

日
本
福
祉
大
学
は
、
１
９
５
３
（
昭
和
28
）
年
に
中
部
社
会
事

業
短
期
大
学
と
し
て
の
開
学
に
端
を
発
し
、
１
９
５
７
（
昭
和
32
）

年
に
４
年
制
大
学
に
改
組
し
て
い
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
、
本
学

は
社
会
福
祉
系
大
学
と
し
て
、
最
古
の
歴
史
を
誇
る
。

　

ま
た
本
学
は
、
社
会
人
経
験
の
あ
る
人
へ
の
社
会
福
祉
教
育
と

し
て
、
１
９
５
４
（
昭
和
29
）
年
に
夜
間
部
を
設
置
し
た
。
そ�

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に
あ
る
人
（
離
島
在
住
や
、
重
度
の
疾

患
や
障
害
を
抱
え
移
動
が
困
難
な
人
な
ど
）
の
学
ぶ
機
会
と
し�

て
、
２
０
０
１
（
平
成
13
）
年
に
は
通
信
教
育
部
の
開
設
に
至
っ

て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
、
福
祉
経
営
学
部
で
は
、
医
療・

福
祉・

介

護
分
野
の
現
職
社
会
人
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
２
０

１
１
（
平
成
23
）
年
度
に
在
学
生
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ニ
ー
ズ
調
査
を

実
施
し
、
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
度
か
ら
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
以
下
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
開
講
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

２�　
５
年
間
の
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム�

（
修
了
要
件：１
２
０
時
間
）

　

具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
、「
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
理

論
と
実
践
の
基
礎
」（
２
０
１
７
年
度
ま
で
）と
「
福
祉
現
場
の
課
題

解
決
力
の
向
上
」（
２
０
１
８
年
度
ま
で
）
の
二
つ
で
開
始
し
た
。

　
「
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
理
論
と
実
践
の
基
礎
」
は
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
お
よ
び
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
理
論
と
実
践
に
関
す
る

基
礎
知
識
の
修
得
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
と
し
て
は
、

職
場
の
同
僚
に
対
し
て
、
グ
ル
ー
プ・

ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
始

め
た
い
と
考
え
る
人
の
た
め
の
基
礎
的
手
法
の
演
習
な
ど
で
構
成

し
た
。
ま
た
、「
福
祉
現
場
の
課
題
解
決
力
の
向
上
」
は
、
福
祉
現

場
で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
し
て
、
解
決
の
方
向
を
見
つ

小
特
集

履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
活
用
の
現
状

社
会
人
経
験
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
循
環

青
木 

聖
久
●
日
本
福
祉
大
学
福
祉
経
営
学
部
（
通
信
教
育
）
教
授
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け
出
し
、
解
決
策
に
つ
い
て
考
え
る
力
の
育
成
を
目
的
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
内
容
と
し
て
は
、
課
題
解
決
プ
ロ
セ
ス
の
理
解
を
中

心
と
し
、
そ
の
手
法
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
さ
ら
に
、

２
０
１
８
年
度
か
ら
は
、「
精
神・

発
達
障
害
者
と
の
共
働
」
を
筆

者
が
担
当
の
も
と
、
２
年
間
実
施
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
学
部
で
は
５
年
間
で
三
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
、
延
べ
77
名
の
履
修
者
が
在
籍
し
、
実
際
に
修
了
し
た
の

は
３
科
目
合
わ
せ
て
44
名
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏

ま
え
、
本
稿
で
は
、
筆
者
が
担
当
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
に
し

て
、
社
会
人
学
生
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
関
係
に
迫
り
た
い
と
思
う
。

ち
な
み
に
、
本
学
部
の
学
生
の
大
半
は
社
会
人
学
生
で
あ
る
。

３　
精
神・

発
達
障
害
者
と
の
共
働

⑴　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
と
構
成

　

２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
に
厚
生
労
働
省
は
、「
生
涯
に
お
い

て
、５
人
に
１
人
は
精
神
疾
患
を
体
験
す
る
」
と
、『
こ
こ
ろ
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
宣
言
』
を
発
表
し
た
。
ま
た
２
０
１
１
（
平
成
23
）

年
に
は
、
障
害
者
基
本
法
の
改
正
に
よ
り
、
障
害
者
の
基
幹
的
な

法
律
と
い
え
る
本
法
の
条
文
に
発
達
障
害
者
が
明
記
さ
れ
た
。
一

方
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
障
害
者
の
新
規
の
就
職
件
数
は
、

精
神
障
害
者
と
発
達
障
害
者
と
を
合
わ
せ
る
と
全
体
の
約
半
数
を

占
め
て
い
る１。
他
方
、
近
年
は
う
つ
病
な
ど
を
患
い
な
が
ら
勤
務

を
続
け
る
労
働
者
も
少
な
く
な
い
。
も
は
や
、
社
会
に
お
い
て
、

精
神・

発
達
障
害
者
と
共
働
す
る
こ
と
は
、
当
た
り
前
の
こ
と
だ

と
い
え
る
。
し
か
し
、
企
業
の
経
営
者
や
同
僚
が
、
ど
の
よ
う
に

共
に
働
け
ば
よ
い
か
に
つ
い
て
、
理
解
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

か
た
や
、
精
神・

発
達
障
害
者
も
、
共
働
の
仕
方
や
関
係
の
取
り

方
に
苦
慮
し
て
い
る
現
状
も
あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、「
精
神・

発
達
障
害
者
と
の
共
働
」
で
は
、
①

精
神・

発
達
障
害
者
の
特
性
お
よ
び
ニ
ー
ズ
理
解
を
図
る
こ
と
、

②
精
神・

発
達
障
害
者
と
共
に
働
く
に
当
た
っ
て
必
要
と
な
る
知

識
や
技
術
を
身
に
付
け
る
こ
と
、
③
精
神・

発
達
障
害
者
と
共
働

す
る
こ
と
が
い
か
な
る
意
味
や
意
義
が
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
、
を
目
指
し
た
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
（
必
修
１
科
目
を
含
む
11

科
目
）
と
、
講
義
中
心
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
（
３
科
目
）、
演
習
中
心

の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
（
必
修
１
科
目
）
か
ら
構
成
し
た
。
学
生
は
、

こ
れ
ら
15
科
目
の
中
か
ら
、
２
科
目
の
必
修
科
目
（
合
わ
せ
る
と

28・
75
時
間
）
を
含
め
て
総
計
１
２
０
時
間
以
上
の
単
位
を
修
得

す
れ
ば
、
修
了
証
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

⑵�　

敷
居
が
低
い
オ
ン
デ
マ
ン
ド
と
し
て
の
「
精
神
障
害
者
支
援

論
」（
必
修
科
目
）

小特集●履修証明プログラム活用の現状
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オ
ン
デ
マ
ン
ド
の
長
所
は
、
自
宅
な
ど
の
安
全
か
つ
安
心
で
き

る
環
境
の
下
、自
分
の
ペ
ー
ス
で
、時
に
パ
ソ
コ
ン
の
動
画
画
面
の

一
時
停
止
ボ
タ
ン
を
押
し
な
が
ら
、
繰
り
返
し
視
聴
で
き
る
こ
と

に
あ
る
。
一
方
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
ほ
ど
で
は
な
い
に
せ
よ
、
講
師

の
息
遣
い
も
一
定
程
度
伝
わ
る
リ
ア
ル
さ
も
兼
ね
備
え
て
い
る
。

　

そ
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
に
お
い
て
、
必
修
科
目
と
し
て
位
置
付
け

た
の
が
、
図
表
１
の
「
精
神
障
害
者
支
援
論
」
で
あ
る
。
筆
者
は
、

本
科
目
が
実
践
的
な
も
の
に
な
る
よ
う
に
努
め
た
。
そ
の
一
つ
と

し
て
、
第
６
講・

第
７
講
で
は
、
個
々
の
社
会
保
障
制
度
に
つ
い

て
、
制
度
の
紹
介
に
と
ど
ま
ら
ず
、
具
体
の
運
用
方
法
を
、
板
書

し
な
が
ら
伝
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
実
際
に
筆
者
が
関
与
し
た
精

神
障
害
の
あ
る
人
の
ケ
ー
ス
を
通
し
て
、
実
務
的
な
こ
と
（
障
害

年
金
の
遡そ

及き
ゅ
う

請
求
方
法
な
ど
）
は
も
と
よ
り
、
社
会
の
差
別
や
偏

見
に
苦
し
む
あ
ま
り
、
障
害
年
金
に
抵
抗
を
示
す
精
神
障
害
の
あ

る
人
の
現
状
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
言
葉
も
紹
介
し
て
い
る
。「
障

害
年
金
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
社
会
の
偏
見
も
含
め
て
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
私
は
受
給
し
ま
せ
ん２」。

　

ま
た
、
第
13
講
で
は
、
精
神
障
害
の
あ
る
人
を
ゲ
ス
ト
講
師
と

し
て
ス
タ
ジ
オ
に
迎
え
、
ト
ー
ク
を
す
る
中
で
、
等
身
大
に
暮
ら

す
に
至
っ
た
プ
ロ
セ
ス
に
迫
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
の
実
態
を
示
し
つ
つ
も
、
精
神
障
害
者
支
援
に
お
け
る
理
念

図表１　精神障害者支援論
講　義　名 中核的事項

第１講 精神障害者の暮らし 生きづらさ、人としての共通性、社会福祉学
第２講 精神障害者の現状と課題 精神障害者の概念、実態、社会保障制度の活用状況
第３講 生活者の視点から捉えた対象者理解① 生活者の視点、統合失調症、気分障害、依存症

第４講 生活者の視点から捉えた対象者理解② 高次脳機能障害、発達障害、認知症、精神保健福祉
の課題

第５講 精神保健福祉学から捉えた生活支援論 住む場・働く場・憩いの場、フォーマルとインフォー
マルの協働

第６講 経済保障① 障害年金、生活保護、手当
第７講 経済保障② 医療保険、労働保険、障害者総合支援法
第８講 社会参加活動① 働くことの多様性、障害者雇用、福祉的就労
第９講 社会参加活動② ピアサポート、余暇活動

第10講 地域生活支援体制
～フォーマルな社会資源～ 医療・保健・福祉に関する社会資源

第11講 地域生活支援体制
～インフォーマルな社会資源～ 精神障害のある仲間、家族、ボランティア

第12講 暮らしを支える内発的要素 自身の想い、社会の評価
第13講 精神障害をもった暮らしとリカバリー リカバリーストーリー、ピアサポート
第14講 今と未来を志向した生活支援 ロールモデル、クライシスケアシステム、リカバリー

第15講 実践科学としての生活支援論（まとめ） ソーシャルワーク、ミクロ・メゾ・マクロの視点、
暮らしの多様性
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や
理
論
的
な
裏
付
け
を
随
所
に
盛
り
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
は
、
筆
者
の
息
遣
い
を
よ
り
強

く
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
演
台
の
前
に
立
ち
、
時
折
板
書
し

な
が
ら
、
精
一
杯
ラ
イ
ブ
感
を
出
す
よ
う
に
し
た
。
だ
が
、
ど
う

し
て
も
で
き
な
い
の
が
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
の
演
習
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
演
習
形
式
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
必

修
科
目
と
し
て
位
置
付
け
た
。
そ
れ
が
、
次
の
「
精
神・

発
達
障

害
者
の
理
解
と
共
働
」
で
あ
る
。

⑶�　

各
科
目
を
紡つ

む

ぐ
ス
ク
ー
リ
ン
グ
と
し
て
の
「
精
神・

発
達
障

害
者
の
理
解
と
共
働
」（
必
修
科
目
）

　

ス
ク
ー
リ
ン
グ
は
、
２
日
間
の
日
程
で
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、

講
義
、
ゲ
ス
ト
講
師
と
筆
者
と
の
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
な
ど
を
織
り
交

ぜ
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
。

　

１
日
目
は
、「
精
神・

発
達
障
害
者
が

（
と
）
働
く
に
当
た
っ
て
の
当
事
者
理

解
」
を
目
標
に
据
え
る
。
授
業
で
は
、

精
神・

発
達
障
害
の
あ
る
ゲ
ス
ト
講
師

の
体
験
談
や
筆
者
と
の
ト
ー
ク
、
さ
ら

に
は
、
学
生
か
ら
の
質
問
を
受
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
広
が
り
を
持
た
せ
る
よ
う
、

工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
最

後
に
は
、
筆
者
が
普
遍
化
す
る
と
と
も

に
、
想
像
も
し
な
か
っ
た
よ
う
な
視
点

の
変
更
を
示
す
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
学

生
は
新
た
な
気
づ
き
や
発
見
な
ど
が
得

ら
れ
る
よ
う
に
促
し
て
い
る
。
い
や
、

当
初
、
学
生
が
想
像
も
し
な
か
っ
た
よ

う
な
、
想
定
外
の
景
色
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
こ
そ
を
、
本
科
目
の
ね
ら

い
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
１
日
目
の
最
後
に
は
、「
自
分
お
よ
び
自
分
た
ち
が
で
き

る
こ
と
」
と
し
て
、
学
生
が
各
グ
ル
ー
プ
で
意
見
を
出
し
合
い
、

模
造
紙
に
考
え
を
整
理
し
、
そ
の
後
、
参
加
者
全
員
に
対
し
て
グ

ル
ー
プ
単
位
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
。
大
切
な
こ
と
は
、

①
各
自
が
思
い
を
発
す
る
、
②
他
の
グ
ル
ー
プ
員
の
話
を
聞
き
、

③
グ
ル
ー
プ
で
再
び
共
有・

共
感
し
、
④
そ
れ
ら
の
意
見
交
換
の

プ
ロ
セ
ス
を
通
し
て
、
⑤
自
身
の
言
葉
で
他
者
に
伝
え
る
力
を
醸

成
し
、
⑥
実
践
に
生
か
せ
る
こ
と
、
を
目
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

２
日
目
は
、
１
日
目
の
学
習
を
踏
ま
え
、「
精
神・

発
達
障
害
者

が
地
域
で
暮
ら
す
に
当
た
っ
て
必
要
な
要
素
」、
加
え
て
、
就
労
支

援
の
実
際
に
つ
い
て
、
現
場
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
を
招

き
、
実
践
的
な
支
援
方
法
の
習
得
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
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そ
し
て
２
日
間
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
最
後
に
、
必
ず
実
施
し
て

い
る
の
が
、「
１
人
40
秒
ス
ピ
ー
チ
」
で
あ
る
。
２
日
間
の
授
業
の

中
で
、
最
も
腑
に
落
ち
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
記
載
し
、
そ
の
ワ
ー
ド

を
選
ん
だ
理
由
と
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
得
た
気
づ
き
や
発
見
を
自

分
の
言
葉
で
述
べ
て
も
ら
う
の
で
あ
る
。

４�　
２
０
２
０
年
度
の
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム�

（
修
了
要
件：60
時
間
）

　

２
０
１
９
年
度
ま
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
大
き
な
課
題
が
あ
っ

た
。
そ
れ
は
、
１
２
０
時
間
以
上
の
時
間
数
が
ネ
ッ
ク
に
な
り
、

学
び
の
一
歩
を
踏
み
出
し
づ
ら
い
人
が
少
な
く
な
い
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
一
方
、
大
学
と
し
て
も
、
ス
モ
ー
ル
サ
イ
ズ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
供
で
き
れ
ば
、
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
新
規
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
開
発
に
も
取
り
組
み
や
す
く
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
学
部
で
は
２
０
２
０
年
度
か
ら

次
の
２
科
目
を
設
け
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

⑴　
「
精
神・

発
達
障
害
者
の
就
労
と
生
活
支
援
」

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
こ
れ
ま
で
１
２
０
時
間
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

構
成
し
て
い
た
前
述
の
「
精
神・

発
達
障
害
者
と
の
共
働
」
を
、

ス
モ
ー
ル
サ
イ
ズ
（
60
時
間
）
に
改
編
し
た
も
の
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
、
６
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
科
目
（
う
ち
、
１
科
目
は
必
修
）、

５
の
講
義
系
ス
ク
ー
リ
ン
グ
科
目
（
全
て
選
択
）、
１
の
演
習
系
ス

ク
ー
リ
ン
グ
科
目
（
必
修
）
か
ら
成
る
。
ま
た
、
２
０
２
０
年
度

に
は
、
今
日
の
精
神
保
健
福
祉
の
実
態
に
鑑
み
、「
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ

ン
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
」
と
い
う
新
規
オ
ン
デ
マ
ン
ド
科
目
を

創
設
す
る
も
の
で
あ
る
。

⑵　
「
認
知
症
と
と
も
に
生
き
る
を
支
え
る
」

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
１
の
テ
キ
ス
ト
科
目
（
選
択
）、
３
の
オ
ン

デ
マ
ン
ド
科
目
（
う
ち
、
１
科
目
「
認
知
症
の
医
療
と
ケ
ア
」
は

必
修
）、
３
の
講
義
系
ス
ク
ー
リ
ン
グ
科
目
（
全
て
、
選
択
）、
１

の
演
習
系
ス
ク
ー
リ
ン
グ
科
目
（「
認
知
症
の
人
と
地
域
包
括
ケ

ア
」：
必
修
）
か
ら
成
る
。

　

社
会
で
は
、
２
０
２
５
年
に
は
、
高
齢
者
の
う
ち
５
人
に
１
人

が
認
知
症
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
中
、
認
知
症
の
人
の
「
そ
の
人

ら
し
い
暮
ら
し
の
継
続
」
を
支
え
る
た
め
に
、
認
知
症
へ
の
適
切

か
つ
多
面
的
な
理
解
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
①
認
知
症
の
人
の
症
状
や
特
徴
な
ど
の
基
本
的

理
解
を
図
る
こ
と
、
②
認
知
症
の
人
の
特
徴
に
添
っ
て
ケ
ア
す
る

技
術
や
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
、
③
認
知
症
の
人
の
特
徴
に
応

じ
た
地
域
包
括
ケ
ア
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
で
き
る
こ
と
、
を

目
指
す
も
の
で
あ
る
。
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５　
社
会
人
経
験
と
大
学
教
育（
ま
と
め
に
か
え
て
）

　

筆
者
は
、
２
０
０
６
年
度
か
ら
本
学
部
に
お
い
て
、
社
会
人
経

験
を
有
す
る
学
生
を
教
え
て
い
る
。
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
担
当

す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
２
０
２
０
年
度
で
３
年
目
を
迎
え
る
。
そ

の
中
で
、
改
め
て
感
じ
て
い
る
こ
と
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
社
会

人
経
験
の
あ
る
学
生
と
大
学
と
の
循
環
的
な
関
係
性
の
中
で
こ
そ
、

よ
り
大
き
な
達
成
感
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　

図
表
２
に
示
す
よ
う
に
、
社
会
人
学
生
は
自
身
の
社
会
人
経
験

を
通
し
て
、
多
く
の
喜
怒
哀
楽
を
体
験
し
、
そ
れ
ら
を
統
合
化
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
勘
、
予
測
、
も
う
一
歩
の
踏
み
込
み
な
ど
を

身
に
付
け
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ

ス
を
通
し
て
、
二
つ
の
「
そ
う
ぞ
う

0

0

0

0

力
」
が
醸
成
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か３。

　

そ
の
こ
と
か
ら
も
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
得
ら
れ
た
知
識
や
技
術
を
、

社
会
人
学
生
は
自
分
自
身
の
想
像
力
に
よ
っ
て
、
よ
り
強
固
に
実

践
場
面
に
引
き
寄
せ
た
り
、
あ
る
い
は
、
新
た
な
社
会
資
源
を
創

造
す
る
こ
と
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

２
０
２
０
年
度
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
時
間
は
、
わ
ず
か
60
時
間

に
な
る
。
い
や
、
さ
れ
ど
60
時
間
だ
。
ゆ
え
に
、
こ
の
60
時
間
の

生
か
し
方
に
つ
い
て
は
、
社

会
人
学
生
の
二
つ
の
「
そ
う

ぞ
う
力
」
に
大
い
に
期
待
し

た
い
。
そ
し
て
、
筆
者
は
こ

れ
か
ら
も
、
社
会
に
お
け
る

さ
ま
ざ
ま
な
事
象
の
見
え

方・

感
じ
方
の
変
化
に
つ
い

て
、
社
会
人
学
生
と
共
に
楽

し
み
つ
つ
、
自
身
の
教
授
力

の
向
上
に
努
め
る
こ
と
を
約

束
し
て
筆
を
お
く
こ
と
に
す

る
。�●

注
１　

厚
生
労
働
省
（
２
０
１
９
）「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
障
害

者
の
就
職
件
数
」『
平
成
30
年
度 

障
害
者
の
職
業
紹
介
状
況
等
』

２　

青
木
聖
久
（
２
０
１
３
）『
精
神
障
害
者
の
生
活
支
援
』
法
律

文
化
社
、
ⅰ
頁

３　

青
木
聖
久
（
２
０
１
４
）「
社
会
人
経
験
と
社
会
福
祉
実
践
」

青
木
聖
久・

杉
本
浩
章
編
『
新�

社
会
人
の
た
め
の
精
神
保
健
福
祉

士
』
学
文
社
、
67
―
１
０
５
頁

図表２　社会人経験から生成される「そうぞう
4 4 4 4

力」
出典『新 社会人のための精神保健福祉士』

学文社，2014，89ページ
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１　
司
法
通
訳
へ
の
需
要

　

日
本
語
を
十
分
に
使
え
な
い
外
国
人
が
、
裁
判
そ
の
他
の
法
律

問
題
に
関
わ
る
例
は
多
い
。
そ
こ
で
は
、
通
訳
を
介
し
た
意
思
と

情
報
の
交
換
が
必
要
と
な
る
。
労
働
力
移
入
政
策
の
変
化
や
、
日

本
へ
の
観
光
客
の
増
加
に
伴
っ
て
、
そ
の
例
は
今
後
も
増
え
る
で

あ
ろ
う
。
他
方
、
法
律
実
務
家
か
ら
は
、
し
ば
し
ば
通
訳
の
質
に

対
す
る
不
満
が
聞
こ
え
る
。
日
本
の
司
法
制
度
が
、
言
語
の
壁
を

越
え
て
全
て
の
人
々
に
平
等
な
法
の
保
護
と
恩
恵
を
保
障
す
る
た

め
に
は
、
多
く
の
有
能
な
司
法
通
訳
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
る
。

司
法
通
訳
は
、
法
廷
、
捜
査
、
弁
護
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
司
法

の
現
場
で
、
異
な
る
言
語
と
文
化
の
間
に
立
ち
、
円
滑
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
す
る
専
門
家
で
あ
る
。
政
府
も
、
在
留
外

国
人
が
民
事
司
法
を
使
い
や
す
く
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
「
法

廷
通
訳
の
質
の
確
保
」
を
掲
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

２　
２
大
学
連
携
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

東
京
外
国
語
大
学
と
青
山
学
院
大
学
は
、
両
校
の
連
携
の
一
環

と
し
て
、
２
０
１
９
年
度
か
ら
司
法
通
訳
養
成
講
座
を
開
講
し
た
。

東
京
外
国
語
大
学
が
も
つ
通
訳
に
関
す
る
資
源
と
、
司
法
に
つ
い

て
青
山
学
院
大
学
が
も
つ
資
源
と
を
併
せ
て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
司
法
通
訳
を
目
指
す
人
々
に
学
修
の
機
会
を
提
供
し
、
有
能

な
司
法
通
訳
を
社
会
に
送
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

　

司
法
通
訳
の
も
っ
と
も
大
き
な
活
動
の
場
は
、
捜
査
か
ら
上
訴

に
至
る
刑
事
手
続
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
こ
の
講
座
で
は
民

事
裁
判
や
法
律
相
談
な
ど
で
も
、
適
切
な
通
訳
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を
目
指
す
。
そ
の
た
め
に
、
刑
事
法
の
基
本
の
み
で
は

な
く
、
家
族
法
、
労
働
法
、
民
事
手
続
、
入
管
法
な
ど
に
つ
い
て

も
学
ぶ
。
語
学
力
だ
け
で
な
く
、
自
ら
の
役
割
に
責
任
感
と
見
識

を
も
つ
通
訳
に
な
る
こ
と
が
目
標
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
受
講
科

小
特
集

履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
活
用
の
現
状

司
法
通
訳
養
成
講
座
の
経
験

後
藤 

昭
●
青
山
学
院
大
学・

一
橋
大
学
名
誉
教
授
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目
の
中
に
、
語
学
と
法
律
だ
け
で
な
く
、
多
文
化
共
生
や
弁
護
士

の
仕
事
に
つ
い
て
学
ぶ
科
目
を
加
え
て
い
る
。

　

受
講
に
は
、
す
で
に
相
当
な
語
学
力
を
備
え
て
い
る
こ
と
が
前

提
と
な
る
。
受
講
者
は
、
１
年
間
、
毎
週
土
曜
日
に
青
山
学
院
大

学
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
３
～
４
コ
マ
の
授
業
を
受
け
る
。
か
な
り

の
量
の
予
習
、
復
習
が
要
求
さ
れ
、
試
験
も
頻
繁
に
あ
る
。
開
講

科
目
は
、
い
ず
れ
も
90
分
授
業
15
回
か
ら
成
る
の
で
、
大
学
で
は

２
単
位
に
相
当
す
る
。
受
講
料
は
、
１
年
で
20
数
万
円
で
あ
る
。

受
講
に
は
、か
な
り
の
覚
悟
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
各
大
学
の
履
修
証

明
に
加
え
て
、
中
心
科
目
で

全
て
Ａ
評
価
を
得
た
受
講
者

に
は
、
両
大
学
学
長
の
連
名

に
よ
る
修
了
証
を
発
行
す
る
。

　

東
京
外
国
語
大
学
が
履
修

を
証
明
す
る
の
は
、「
通
訳
概

論
」「
多
文
化
共
生
基
礎
」

「
司
法
通
訳
Ⅰ
（
前
期
）」「
司

法
通
訳
Ⅱ
（
後
期
）」
の
４
科

目
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
多

文
化
共
生
基
礎
は
、
在
日
外

国
人
を
取
り
巻
く
環
境
と
そ

の
動
向
を
学
ん
だ
う
え
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
取
り
組
む
人
々

の
話
を
聴
く
。「
司
法
通
訳
Ⅰ・

Ⅱ
」
は
、
経
験
豊
富
な
現
役
の
司

法
通
訳
が
言
語
別
に
指
導
す
る
。
対
象
言
語
は
年
度
に
よ
っ
て
替

わ
る
。
２
０
１
９
年
度
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ベ

ト
ナ
ム
語
で
あ
っ
た
。

　

青
山
学
院
大
学
が
履
修
を
証
明
す
る
の
は
、「
現
代
法
実
務
論
」

と
「
法
廷
通
訳
実
践
Ⅰ
（
前
期
）」「
法
廷
通
訳
実
践
Ⅱ
（
後
期
）」

の
３
科
目
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、「
現
代
法
実
務
論
」
は
学
部
科
目

を
兼
ね
て
い
て
、
神
奈
川
県
弁
護
士
会
法
教
育
セ
ン
タ
ー
が
派
遣

す
る
多
く
の
弁
護
士
に
よ
る
講
義
が
中
心
と
な
る
。
受
講
者
は
、

多
様
な
弁
護
士
た
ち
に
接
し
て
、
そ
の
仕
事
に
触
れ
る
こ
と
に
な

る
。「
法
廷
通
訳
実
践
Ⅰ
（
前
期
）」
で
は
、
主
と
し
て
刑
事
法
の

基
礎
を
学
び
、
刑
事
手
続
の
中
で
の
通
訳
の
役
割
を
理
解
す
る
。

「
法
廷
通
訳
実
践
Ⅱ
（
後
期
）」
で
は
、
民
事
法
も
含
め
た
法
の
基

礎
知
識
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
弁
護
士
や
検
察
官
な
ど
の
実
務
家
か

ら
司
法
通
訳
へ
の
期
待
を
聴
く
。
こ
の
科
目
の
授
業
は
原
則
と
し

て
模
擬
法
廷
教
室
で
行
い
、
司
法
通
訳
科
目
の
講
師
の
協
力
を
得

て
、
い
く
つ
か
の
場
面
で
通
訳
を
体
験
す
る
機
会
も
設
け
て
い
る
。

ま
た
、
司
法
通
訳
の
倫
理
に
つ
い
て
も
授
業
を
す
る
。
こ
れ
ら
の

ほ
か
に
、
自
由
参
加
の
法
廷
傍
聴
も
行
っ
た
。

授業風景
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３　
初
年
度
の
経
験

　

募
集
を
始
め
る
ま
で
、
受
講
者
が
集
ま
る
か
ど
う
か
、
実
は
私

た
ち
も
不
安
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
20
名
の
定
員

を
超
え
る
応
募
者
が
あ
り
、
初
年
度
の
受
講
決
定
者
は
ス
ペ
イ
ン

語
11
名
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
８
名
、
ベ
ト
ナ
ム
語
３
名
の
計
22
名
と

な
っ
た
。
１
人
を
除
い
て
、
そ
の
全
員
が
受
講
を
全
う
し
た
。
受

講
者
の
多
く
は
、
海
外
経
験
あ
る
い
は
通
訳
経
験
の
あ
る
社
会
人

で
あ
る
。
す
で
に
司
法
通
訳
を
経
験
し
て
い
る
者
も
い
る
。
受
講

態
度
は
全
体
に
非
常
に
熱
心
で
、
活
発
な
質
問
が
出
る
。
私
た
ち

は
、
日
本
社
会
の
人
的
資
源
の
豊
か
さ
と
社
会
人
の
旺
盛
な
学
修

意
欲
を
改
め
て
認
識
し
た
。
２
０
１
９
年
度
の
受
講
者
た
ち
の
授

業
評
価
に
よ
れ
ば
、
講
座
全
体
に
対
す
る
満
足
度
は
、
５
段
階
評

価
で
平
均
４・

５
で
あ
っ
た
。
受
講
者
は
、
現
場
で
働
く
人
々
の

話
を
聴
く
機
会
を
歓
迎
し
て
い
る
。
初
年
度
と
し
て
は
、
成
功
し

た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
関
係
者
の
授
業
参
観
や
メ
デ
ィ
ア

の
取
材・

報
道
も
多
く
、
こ
の
講
座
に
対
す
る
社
会
的
関
心
の
大

き
さ
を
感
じ
る
。

　

私
自
身
は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
創
設
当
初
か
ら
関
わ
り
、
開

講
後
は
法
廷
通
訳
実
践
の
主
任
講
師
を
務
め
て
い
る
。
民
事
系
の

法
律
に
つ
い
て
は
、
別
に
講
師
を
頼
ん
で
い
る
。
初
め
て
の
経
験

な
の
で
、
司
法
通
訳
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
法
知
識
が
必
要
か
を

手
探
り
し
な
が
ら
授
業
を
作
っ
て
い
る
。
も
と
も
と
、
事
件
の
当

事
者
は
法
律
家
で
は
な
い
の
で
、
司
法
通
訳
に
法
律
の
専
門
家
で

あ
る
こ
と
を
求
め
る
の
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
基
本
的
な

法
知
識
が
な
い
と
、
思
わ
ぬ
誤
訳
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、

司
法
通
訳
が
自
ら
の
役
割
を
自
覚
し
、
見
識
を
も
っ
て
働
く
た
め

に
は
、
司
法
の
仕
組
み
の
基
本
を
理
解
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

実
際
、
こ
の
講
座
で
法
律
を
学
ん
だ
た
め
に
、
通
訳
す
る
主
題
の

意
味
が
よ
く
分
か
っ
た
と
い
う
受
講
者
の
声
も
聞
く
。

４　
展　
望

　

国
際
人
権
規
約
（
自
由
権
規
約
）
は
、
刑
事
裁
判
を
受
け
る
者

が
そ
の
言
語
を
理
解
で
き
な
い
と
き
、
通
訳
を
受
け
る
権
利
を
保

障
し
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
の
法
制
度
は
、
司
法
通
訳
に
つ
い

て
未
だ
整
っ
て
い
な
い
。
刑
事
訴
訟
法
は
、
通
訳
の
役
割
を
裁
判

官
の
補
助
者
と
し
て
位
置
付
け
て
い
て
、
裁
判
を
受
け
る
者
に
対

す
る
保
障
と
し
て
の
通
訳
と
い
う
観
点
は
弱
い
。
司
法
通
訳
の
資

格
制
度
は
な
く
、
通
訳
の
側
か
ら
は
待
遇
に
つ
い
て
の
不
満
も
多

い
。
法
律
家
の
側
も
通
訳
を
使
う
こ
と
に
慣
れ
て
お
ら
ず
、
翻
訳

し
に
く
い
表
現
が
あ
る
。
翻
訳
し
や
す
い
表
現
に
す
れ
ば
、
被
告

人
や
証
人
、
裁
判
員
、
傍
聴
人
に
と
っ
て
も
分
か
り
や
す
い
裁
判
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と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
い
ま
司
法
通
訳
を
し
て
い
る
人
々
、
あ
る

い
は
司
法
通
訳
を
目
指
す
人
々
は
、
依
然
と
し
て
こ
の
分
野
の
開

拓
者
で
あ
る
。

　

こ
の
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
国
立
大
学
と
私
立
大
学
の
連

携
に
よ
っ
て
、
司
法
通
訳
に
な
る
と
い
う
目
的
に
特
化
し
た
学
修

機
会
を
提
供
す
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
た
だ
し
、
残
さ
れ
た
課
題

も
あ
る
。
２
０
２
０
年
度
に
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
語
の
３
言
語
に
よ
る
講
座
を
開
講
す
る
予
定
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
語
に
限
っ
て
は
応
募
者
が
少
な
く
て
、

開
講
で
き
な
く
な
っ
た
。
も
っ
と
広
報
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
２
０
１
９
年
度
に
は
、
外
国
語
を
母
語
と
す
る
受
講
者
は

い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
は
、
受
講
料
の
負
担
が
影
響
し
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
奨
学
金
の
よ
う
な
仕
組
み
が
で
き
れ
ば
、
受
講

者
の
幅
は
も
っ
と
広
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

Ａ
Ｉ
の
進
化
に
よ
っ
て
、
人
に
よ
る
通
訳
が
い
つ
か
不
要
に
な

る
時
が
来
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ま
だ
当
分
の
間
、
有

能
な
司
法
通
訳
へ
の
需
要
は
増
大
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に

役
立
つ
講
座
と
し
て
、
こ
れ
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。
当
面

の
到
達
目
標
は
、
こ
の
講
座
の
有
効
性
が
司
法
界
で
定
評
を
獲
得

す
る
こ
と
で
あ
る
。�
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は
じ
め
に

　

関
西
学
院
大
学
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
造
す
る
高
度
な
専
門
的

能
力
を
持
つ
社
会
人
を
育
成
す
る
専
門
職
大
学
院
経
営
戦
略
研
究

科
が
母
体
と
な
っ
て
、「
ハ
ッ
ピ
ー
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム＊」
と
い

う
名
称
の
下
、「
女
性
の
仕
事
復
帰・

起
業
コ
ー
ス
」「
女
性
リ
ー

ダ
ー
育
成
コ
ー
ス
」「
女
性
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
養
成　

大
学
連
携

オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ー
ス
」
と
い
う
姉
妹
コ
ー
ス
を
開
講
し
て
い
る
。

２
０
０
８
年
に
文
部
科
学
省
「
社
会
人
の
学
び
直
し
ニ
ー
ズ
対
応

教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
委
託
を
受
け
た
の
が
始
ま
り
で
あ
り
、

履
修
証
明
制
度
の
創
設
と
ほ
ぼ
同
時
期
で
も
あ
る
。
い
ま
で
こ
そ

よ
く
い
わ
れ
る
「
女
性
活
躍
」
と
い
う
言
葉
は
当
時
あ
ま
り
聞
か

れ
な
か
っ
た
が
、「
自
分
ら
し
く
働
き
、
生
き
る
」、「
女
性
の
活
躍

が
企
業
を
変
え
る
、
社
会
を
変
え
る
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
掲

げ
て
12
年
目
と
な
る
。
女
性
の
高
度
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
養
成
の
リ

カ
レ
ン
ト
教
育
の
パ
イ
オ
ニ
ア
を
自
負
し
、
時
代
の
要
請
に
応
じ

て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
化
さ
せ
な
が
ら
企
画
運
営
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
女
性
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
と
し
て
、
筆
者

が
本
学
で
ハ
ッ
ピ
ー
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

背
景
や
３
コ
ー
ス
の
紹
介
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
記
し
て
い
き

た
い
。

�

＊https://kw
ansei-ac.jp/iba/happycareer/

１�　
プ
ロ
グ
ラ
ム
創
設
の
背
景：女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

―
就
業
継
続
と
管
理
職
昇
進
の
問
題

　

そ
も
そ
も
、
な
ぜ
「
女
性
の
」
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
が
必
要
な
の

か
。
筆
者
は
人
的
資
源
管
理
を
専
門
に
、
長
ら
く
大
卒
女
性
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
ー
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
研
究
し
、
女
性
の
就
業
継
続
と

小
特
集

履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
活
用
の
現
状

女
性
活
躍
を
推
進
す
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

─
関
西
学
院
大
学
ハ
ッ
ピ
ー
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
り
組
み

─

大
内 

章
子
●
関
西
学
院
大
学
専
門
職
大
学
院
経
営
戦
略
研
究
科
教
授
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管
理
職
昇
進
の
二
つ
の
問
題
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

　

一
つ
目
の
就
業
継
続
に
つ
い
て
は
、
女
性
の
場
合
、
出
産
を
機

に
退
職
し
て
い
く
人
が
多
い
。
そ
し
て
、
育
児
が
一
段
落
す
る
頃

に
「
も
う
一
度
働
き
た
い
」
と
い
う
思
い
を
持
つ
よ
う
に
な
る
が
、

仕
事
の
ブ
ラ
ン
ク
が
長
い
人
ほ
ど
ど
う
す
れ
ば
も
う
一
度
働
け
る

の
か
分
か
ら
ず
、
自
信
を
持
て
な
い
で
い
る
。
そ
う
し
た
女
性
が

一
歩
を
踏
み
出
し
て
、
自
信
を
持
っ
て
企
業
の
戦
力
と
し
て
働
け

る
よ
う
に
学
び
直
す
こ
と
の
で
き
る
教
育
機
会
を
提
供
で
き
な
い

か
。
こ
れ
が
、
研
究
を
続
け
て
き
た
筆
者
の
第
一
の
問
題
意
識
で

あ
っ
た
。

　

二
つ
目
の
管
理
職
昇
進
に
つ
い
て
は
、
女
性
の
場
合
、
た
と
え

就
業
を
継
続
し
て
い
て
も
、
管
理
職
に
昇
進
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

一
般
に
、
入
社
後
に
Ｏ
Ｊ
Ｔ
や
配
置
転
換
を
通
じ
て
仕
事
経
験
を

積
む
こ
と
に
よ
っ
て
高
い
技
能
を
形
成
し
、
昇
進
し
て
い
く
。
と

こ
ろ
が
、
た
と
え
男
性
と
同
等
の
立
場
で
入
社
し
た
女
性
で
も
、

そ
の
多
く
は
男
性
と
は
異
な
り
、
企
業
の
教
育
訓
練
や
配
置
転
換

の
機
会
が
少
な
く
、
そ
れ
ら
を
通
し
て
得
ら
れ
た
は
ず
の
知
識
や

経
験・

ス
キ
ル
が
不
足
し
て
い
る
。
女
性
の
仕
事
経
験
の
不
足
を

補
う
教
育
が
で
き
な
い
か
。
こ
れ
が
筆
者
の
第
二
の
問
題
意
識
で

あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
問
題
意
識
か
ら
く
る
「
女
性
の
た
め
の
教
育
」

は
、
次
に
見
る
よ
う
に
、
国
が
社
会
人
の
学
び
直
し
を
推
進
し
て

い
く
タ
イ
ミ
ン
グ
で
実
現
し
て
き
た
。

２　
国
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
推
進
の
動
き

　

２
０
１
７
～
18
年
の
政
府
の
「
人
生
１
０
０
年
時
代
構
想
会
議
」

に
お
い
て
、
安
倍
首
相
が
、
い
つ
で
も
学
び
直
し
、
や
り
直
し
が

で
き
る
社
会
を
作
る
た
め
、「
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
」
の
拡
大
と
財
源

の
拡
充
を
宣
言
し
た
こ
と
か
ら
、
２
０
１
８
年
は
「
リ
カ
レ
ン
ト

元
年
」
と
呼
ば
れ
る
。
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
と
は
、
学
校
教
育
を
終

え
て
社
会
人
に
な
っ
た
後
で
も
、
就
労
と
学
び
を
繰
り
返
す
こ
と

が
で
き
る
社
会
人
学
び
直
し
教
育
で
あ
る
。

　

リ
カ
レ
ン
ト
元
年
か
ら
10
年
遡
る
２
０
０
７
～
08
年
、
文
部
科

学
省
「
社
会
人
学
び
直
し
ニ
ー
ズ
対
応
教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

委
託
事
業
が
公
募
さ
れ
た
。
同
時
期
の
２
０
０
７
年
に
は
、
学
校

教
育
法
の
改
正
に
よ
り
、「
履
修
証
明
制
度
」
が
創
設
さ
れ
た
。
こ

の
制
度
の
下
で
は
、
大
学
な
ど
が
社
会
人
な
ど
を
対
象
に
「
体
系

的
な
知
識・

技
術
等
の
習
得
を
目
指
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

提
供
し
、
修
了
者
に
対
し
て
「
履
修
証
明
書
」
を
交
付
で
き
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
受
講
者
は
履
修
証
明
書
を
取
得
す
る
と
ジ
ョ

ブ・

カ
ー
ド
（
職
業
能
力
証
明
シ
ー
ト
）
に
記
載
で
き
、
再
就
職・

転
職
な
ど
の
場
合
に
Ｐ
Ｒ
で
き
、
企
業
側
も
求
職
者
の
職
業
能
力
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を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
。

　

そ
の
後
、
履
修
証
明
制
度
は
、
２
０
１
５
年
度
に
創
設
さ
れ
た

「
職
業
実
践
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム（
Ｂ
Ｐ
）認
定
制
度
」に
お
け
る
認

定
要
件
の
一
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
、
さ
ら
に
厚
生
労
働
省
の
教
育

訓
練
給
付
制
度
と
も
連
携
し
、
受
講
費
用
の
負
担
を
軽
く
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
社
会
人
の
学
び
直
し
を
推
進
す
る
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
２
０
１
９
年
に
は
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
さ
ら
な
る
推
進

に
向
け
て
、
大
学
な
ど
に
お
け
る
履
修
証
明
制
度
の
最
低
時
間
数

が
「
１
２
０
時
間
以
上
」
か
ら
「
60
時
間
以
上
」
に
短
縮
さ
れ
た
。

３　
ハ
ッ
ピ
ー
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
化

⑴�　

社
会
人
学
び
直
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
創
設
と
本
学
の
独
自
継
続
：

「
女
性
の
仕
事
復
帰・

起
業
コ
ー
ス
」
の
誕
生

　

文
部
科
学
省
「
社
会
人
の
学
び
直
し
ニ
ー
ズ
対
応
教
育
推
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
委
託
事
業
で
は
、
前
述
し
た
第
一
の
問
題
意
識
か
ら
、

結
婚・

出
産
な
ど
で
離
職
し
た
女
性
の
再
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
、
２
０
０
８
年
「
産
官
学
Ｎ
Ｐ
Ｏ
連
携
ハ
ッ
ピ
ー
キ
ャ
リ
ア
（
女

性
の
再
就
職・

起
業
）
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

授
業
は
経
営
戦
略
研
究
科
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
教
員
と
実
務

家
教
員
が
担
当
し
、
キ
ャ
リ
ア
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
自
分
づ
く
り
を

す
る
こ
と
か
ら
始
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

図表１　国の社会人学び直し推進とハッピーキャリアプログラムの進化
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★教育訓練給付金認定★BP認定

2017～独自継続2014～16 文部科学省委託事業女性リーダー育成コース

名称変更：女性のキャリアアップ・起業コース
◎キャリアアップ・チェンジを対象に★BPおよび教育訓練給付金認定◎育児休業者を対象に

2011～独自継続2008～10 文部科学省委託事業女性の仕事復帰・起業コース

ハッピーキャリアプログラムの動き

●2015.10　文部科学省BPと厚生労働省教育訓練給付金連携
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ン・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
時
間
管
理
術
か
ら
、
企
画
、
経
理
、営
業
、

管
理
な
ど
の
専
門
的
な
ス
キ
ル
ま
で
、
企
業
の
即
戦
力
と
し
て
、

ま
た
起
業
家
と
し
て
必
要
な
人
間
力
と
仕
事
力
を
身
に
付
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
設
計
し
、
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
た
。

　

３
年
の
委
託
事
業
を
終
え
た
後
、「
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
お
か
げ

で
人
生
が
変
わ
っ
た
」「
後
進
の
女
性
の
た
め
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
続

け
て
ほ
し
い
」
と
い
う
修
了
生
の
数
々
の
言
葉
に
背
中
を
押
さ
れ

て
、
本
学
独
自
で
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
に
し
た
。
独
自
事
業
で

は
、
受
講
者
の
ニ
ー
ズ
を
く
み
取
っ
て
、
受
講
し
た
い
と
思
っ
て

も
ら
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
し
、
さ
ら
に
受
講
者
が
単
に
再
就
職・

起
業
す
る
だ
け
で
な
く
、
再
就
職
後
の
職
場
や
起
業
後
の
ビ
ジ
ネ

ス
で
も
活
躍
で
き
る
よ
う
、
工
夫
を
重
ね
た
。
ま
た
、
育
児
休
業

中
の
女
性
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
加
え
、
名
称
も
「
ハ
ッ
ピ
ー

キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム　

女
性
の
仕
事
復
帰・

起
業
講
座
」
に
変

更
し
た
。
育
児
休
業
復
帰
後
に
退
職
す
る
こ
と
な
く
活
躍
で
き
る

よ
う
、
休
業
中
に
学
ぶ
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
現
在
ま
で
12
期
（
12
年
間
）
で
２
１
７
名
が
受
講

し
、
修
了
生
の
就
業
者
比
率
は
常
に
９
割
を
超
え
、
マ
ス
コ
ミ
に

取
り
上
げ
ら
れ
、
各
方
面
で
活
躍
す
る
修
了
生
も
出
て
く
る
な
ど
、

一
定
の
実
績
を
重
ね
て
い
る
。

発足
女性のためのリカレント教育推進協議会

◎東北公益文科大学大学院との連携

2019開講大学連携オンラインコース

◎ビジネススクール科目等履修組み入れ
★教育訓練給付金認定★BP認定

2017～独自継続2014～16 文部科学省委託事業女性リーダー育成コース

名称変更：女性のキャリアアップ・起業コース
◎キャリアアップ・チェンジを対象に★BPおよび教育訓練給付金認定◎育児休業者を対象に

2011～独自継続2008～10 文部科学省委託事業女性の仕事復帰・起業コース

ハッピーキャリアプログラムの動き

●2015.10　文部科学省BPと厚生労働省教育訓練給付金連携
●2019.4　履修証明：総時間60時間以上に短縮●2015.7　文部科学省BP創設●2007.12　学校教育法　履修証明制度創設
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⑵�　
「
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
コ
ー
ス
」
開
設
と
Ｂ
Ｐ・

教
育
訓
練
給

付
金
講
座
認
定

　

事
業
を
継
続
す
る
中
で
、
筆
者
の
も
う
一
つ
の
問
題
意
識
で
あ

る
「
女
性
の
管
理
職
昇
進
」
に
結
び
付
け
ら
れ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
で
き
な
い
か
と
い
う
思
い
が
強
く
な
っ
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど

そ
の
頃
、
２
０
１
４
年
に
文
部
科
学
省
で
新
た
に
公
募
さ
れ
た
「
高

度
人
材
養
成
の
た
め
の
社
会
人
学
び
直
し
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
応
募
し
、
事
業
委
託
（
３
年
度
間
）
さ
れ
た
の
が
「
女
性
リ
ー

ダ
ー
育
成
コ
ー
ス
」
で
あ
る
。
当
時
、
安
倍
政
権
で
は
女
性
活
躍

の
３
本
柱
と
し
て
、
待
機
児
童
の
解
消
、
職
場
復
帰・

再
就
職
の

支
援
、
女
性
役
員・

管
理
職
の
増
加
を
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
う
ち

の
二
つ
に
姉
妹
コ
ー
ス
で
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
な
る
。

　
「
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
コ
ー
ス
」
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の

ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
授
業
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
な
ど
の
教
育
方
法
を
用
い
て
、
管
理
者
と
し
て
必
要
な
経
営
理

論
と
現
場
活
用
の
応
用
力
の
両
面
か
ら
学
ぶ
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
た
。
欠
席
時
も
ビ
デ
オ
を
閲
覧
で
き
るe-learning

導
入

な
ど
、
仕
事
と
学
び
の
両
立
の
工
夫
も
し
た
。

　

本
コ
ー
ス
も
委
託
事
業
終
了
後
に
本
学
独
自
で
継
続
し
、
６
期

（
６
年
間
）
で
１
３
４
名
が
受
講
し
た
。
彼
女
ら
は
、
修
了
後
、
役

員
や
課
長
な
ど
の
管
理
職
、
係
長・

主
任
へ
の
昇
進・

昇
格
で
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
、
希
望
す
る
部
署
へ
の
異
動
や
転
職
で
キ
ャ
リ
ア
チ
ェ

ン
ジ
を
実
現
す
る
な
ど
、
多
様
な
進
路
を
歩
ん
で
い
る
。

　

こ
の
間
、
先
に
述
べ
た
Ｂ
Ｐ
認
定
制
度
の
創
設
、
Ｂ
Ｐ
と
教
育

訓
練
給
付
金
と
の
連
携
に
よ
り
、
両
コ
ー
ス
共
に
Ｂ
Ｐ
お
よ
び
教

育
訓
練
給
付
金
認
定
講
座
に
指
定
さ
れ
た
。
給
付
に
よ
る
受
講
費

用
の
軽
減
に
よ
っ
て
、
受
講
を
考
え
て
い
る
女
性
に
と
っ
て
学
び

へ
の
ハ
ー
ド
ル
が
低
く
な
っ
た
。

⑶�　

大
学
連
携
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ー
ス
の
開
設
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
改
訂

　

こ
う
し
て
姉
妹
コ
ー
ス
を
12
年
間
企
画
運
営
す
る
間
に
、
文
部

科
学
省・

厚
生
労
働
省・

経
済
産
業
省
な
ど
の
国
、
地
方
自
治
体

や
公
的
団
体
、
大
学
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け
る
こ
と
が
多
々
あ
っ

た
。
そ
の
中
で
、
地
方
都
市
で
は
、
女
性
の
た
め
の
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
に
大
学
単
独
で
取
り
組
む
こ
と
が
難
し
く
、
女
性
は
学
び
た

く
て
も
な
か
な
か
学
べ
な
い
状
況
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま

た
、
女
性
の
再
就
職
支
援
の
講
座
を
開
講
で
き
て
も
、
女
性
リ
ー

ダ
ー
育
成
に
取
り
組
む
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
状
況
が
あ
る
こ
と

も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

そ
う
で
あ
れ
ば
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
運
営
す
る
中
で
培
っ
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
受
け
る
機
会
の
少

な
か
っ
た
地
域
で
女
性
が
学
べ
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。
そ
う
考
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え
て
い
る
と
き
に
、
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
か
ら
本
研
究
科
に
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
、
女
性
活
躍
推
進
の
た
め
に
使
っ
て
ほ
し
い
と
い
っ

て
く
だ
さ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
３
つ
め
の
「
女
性
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス

キ
ル
養
成　

大
学
連
携
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ー
ス
」
が
２
０
１
９
年
に

開
設
さ
れ
た
。

　

授
業
は
、
受
講
者
が
講
義
を
聞
く
だ
け
の
一
方
通
行
の
単
な
る

動
画
配
信
と
は
異
な
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て

連
携
先
大
学
と
本
学
そ
れ
ぞ
れ
の
講
義
室
を
つ
な
ぎ
、
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
双
方
向
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
交
え
な
が
ら
行
う
の
が
大

き
な
特
徴
で
あ
る
。
地
域
を
越
え
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
へ
の
適
応
と
、
多
様
な
価
値
観
を
融
合
さ
せ

て
状
況
変
化
に
対
応
す
る
適
切
な
判
断
力・
意
思
決
定
力
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
連
携
先
の
東
北
公
益
文
科
大
学
大
学
院

（
山
形
県
鶴
岡
市
）
で
は
、
ハ
ッ
ピ
ー
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
な
ど
の
４
科
目
と
同
大
学
院
の
１
科
目
を

加
え
た
５
科
目
に
よ
る
60
時
間
の
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
た
。

　

連
携
先
の
受
講
者
は
、「
自
分
自
身
を
振
り
返
り
、
仕
事
上
の
役

割
や
仕
事
で
得
ら
れ
る
も
の
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
。
こ
ん
な

講
座
を
探
し
て
い
た
！
」「
遠
方
に
行
か
ず
と
も
、
こ
の
地
域
で
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
大
変
あ
り
が
た
い
」
と
語
り
、
本
学
ハ
ッ

ピ
ー
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
講
者
か
ら
も
「
普
通
で
は
会
え

オンラインコースの様子

小特集●履修証明プログラム活用の現状
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な
い
地
域
の
人
と
話
し
合
い
が
で
き
て
、
楽
し
く
有
意
義
だ
っ
た
」

「
地
域
が
違
う
だ
け
で
考
え
る
こ
と
も
違
う
こ
と
が
分
か
っ
て
視
野

が
広
が
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
出
て
お
り
、
連
携
の
効
果
と
し
て

「
知
の
融
合
」
が
起
き
て
い
る
。
コ
ー
ス
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り

だ
が
確
か
な
手
ご
た
え
を
感
じ
て
お
り
、
今
後
さ
ら
な
る
提
供
地

域
の
拡
大
を
目
指
し
て
、
連
携
大
学
を
募
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
従
来
の
コ
ー
ス
も
見
直
し
て
い
る
。
２
０
２
０
年
度
に

は
、「
女
性
の
仕
事
復
帰・
起
業
コ
ー
ス
」
で
は
、
非
正
規
雇
用
か

ら
正
規
雇
用
へ
の
転
換
や
転
職
と
い
っ
た
キ
ャ
リ
ア
チ
ェ
ン
ジ
や
、

現
職
の
ま
ま
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

を
支
援
す
る
た
め
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
改
訂
し
、
名
称
も
「
女
性

の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ・

起
業
コ
ー
ス
」
に
変
更
す
る
。「
女
性
リ
ー

ダ
ー
育
成
コ
ー
ス
」
で
も
、
２
０
２
０
年
度
か
ら
、
よ
り
深
く
学

び
た
い
、
高
度
な
知
識
を
修
得
し
た
い
と
い
う
受
講
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
一
部
改
訂
し
、
科
目
等
履
修
と
し

て
本
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
正
規
授
業
科
目
を
選
択
科
目
群
に

組
み
入
れ
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ハ
ッ
ピ
ー
キ
ャ

リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
常
に
女
性
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
目
指
し
て
進
化
し
て
い
る
。

４�　
人
生
１
０
０
年
時
代
の
男
女
の
た
め
の�

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
へ

　

三
つ
の
コ
ー
ス
は
、
い
ず
れ
も
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

履
修
証
明
書
を
取
得
す
れ
ば
再
就
職・

転
職
な
ど
の
際
に
Ｐ
Ｒ
で

き
る
と
さ
れ
る
が
、
制
度
が
で
き
て
か
ら
数
年
間
は
知
名
度
が
低

い
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
自
体
有
効
だ
っ
た
と
は
い
い
難
い
。
む
し

ろ
、
受
講
者
は
履
修
証
明
書
を
自
分
の
学
び
の
証
し
と
捉
え
て
、

励
み
に
し
て
き
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
教
育
訓
練
給
付
金
受
給
の

条
件
が
履
修
証
明
書
取
得
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
受
講
者
が
、
費

用
負
担
が
軽
く
学
び
や
す
く
な
る
と
同
時
に
、
仕
事
と
学
び
の
両

立
（
人
に
よ
っ
て
は
育
児
と
の
三
立
）
が
大
変
な
時
も
あ
き
ら
め

ず
に
頑
張
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
２
０
１
９
年

に
学
習
総
時
間
が
60
時
間
以
上
に
緩
和
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
オ

ン
ラ
イ
ン
コ
ー
ス
の
連
携
先
大
学
で
履
修
証
明
制
度
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
に
、
大
学
も
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
取
り
組

み
や
す
く
な
り
、
受
講
者
も
学
び
や
す
く
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

大
学
連
携
と
い
う
点
で
は
、
日
本
女
子
大
学
が
中
心
と
な
っ
て
、

本
学
、
明
治
大
学
、
福
岡
女
子
大
学
、
京
都
女
子
大
学
、
京
都
光

華
女
子
大
学
の
６
大
学
に
よ
っ
て
２
０
１
９
年
12
月
に
発
足
し
た

「
女
性
の
た
め
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
推
進
協
議
会
」
が
あ
る
。
そ
の
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目
的
は
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
業
務
に
携
わ
る
教
職
員
が
、
業
務
上

必
要
な
共
通
課
題
に
つ
い
て
研
究
、
協
議
お
よ
び
情
報
交
換
な
ど

を
行
い
、
社
会
人
女
性
の
学
び
を
支
援
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

ハ
ッ
ピ
ー
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
大
学
の
ほ
か
に
、
以

前
か
ら
大
阪
市
や
近
畿
経
済
産
業
局
な
ど
の
自
治
体・

公
的
団
体

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
関
西
経
済
連
合
会
や
大
阪
商
工
会
議
所
、
企
業

な
ど
の
産
業
界
と
連
携・

協
力
関
係
を
築
い
て
き
た
。
さ
ら
に
、

ヤ
フ
ー
株
式
会
社
の
よ
う
な
寄
付
や
、
支
援
し
て
い
た
だ
く
企
業

の
力
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
の
力
と
な
っ
て
い
る
。

　

単
独
の
大
学
で
は
難
し
い
こ
と
も
、
産
官
学
Ｎ
Ｐ
Ｏ
連
携
を
と

お
し
て
多
く
の
人
々
が
知
恵
を
絞
り
、
社
会
人
女
性
の
学
び
を
支

援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
国
で
「
自
分
ら
し
く
働
き
、
生
き
る
」

女
性
が
増
え
、
そ
う
し
た
「
女
性
の
活
躍
が
企
業
を
変
え
る
、
社

会
を
変
え
る
」
に
違
い
な
い
。
そ
れ
が
実
現
で
き
た
と
き
、「
女
性

の
た
め
の
」
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
は
役
割
を
終
え
る
。
企
業
や
社
会

に
お
け
る
男
女
間
格
差
が
な
く
な
れ
ば
、「
男
女
の
た
め
の
リ
カ
レ

ン
ト
教
育
」
が
当
た
り
前
に
な
る
。
そ
の
日
が
早
く
来
る
よ
う
、

微
力
な
が
ら
努
め
た
い
。�

図表２　ハッピーキャリアプログラムの連携ネットワーク

国・地方団体

・委託事業
・ＢＰ認定
・教育訓練給付金認定
・広報協力

連携企業

●ヤフー（株） その他企業
・寄付（ＣＳＲ推進）
・講師登壇協力
・受講生派遣
・広報協力

オンライン共有 双方向授業

・共通録画教材提供
・オンラインワークサポート

ハッピーキャリアSNS（修了生ネットワーク）

東北公益
文科大学

受講生

連携大学
Ｚ

受講生

連携大学
Ｙ

受講生

連携大学
Ｘ

受講生

連携団体
【全国】
●女性のためのリカレント教育
推進協議会

［関西]
●関西女性活躍推進フォーラム
●関西経済連合会 他

［東北］
●東北公益文化大学後援会
●庄内ちぇりあ 他

ハッピーキャリアプログラム

女性リーダー育成コース

女性の仕事復帰・起業コース

⇒女性のキャリアアップ・起業コース

女性活躍推進研究センター

相互交流ネットワーク
・多地域交流
・オンラインワークスキル獲得

各連携先
・メンターによるオンライン授業サポート
・共通録画教材を活用した各地域特有授業
・キャリアサポート
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は
じ
め
に

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
以
下
、
Ｃ
Ｓ
Ｗ
と
い

う
）
の
養
成
講
座
で
あ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
、
仙
台
市
、
仙
台
市

社
会
福
祉
協
議
会
、
お
よ
び
仙
台
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
連

絡
協
議
会
、
宮
城
県
、
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
後
援
を
得
て

２
０
１
６
年
４
月
か
ら
開
講
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
本
学
地
の
拠
点

整
備
事
業
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
）
の
一
つ
で
あ
る
Ｃ
Ｓ
Ｗ
研
究
会
の
活

動
の
成
果
と
し
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
現
在
は
、
前
記
に
加
え
て
宮
城
県
内
の
全
て
の
市
町
社

会
福
祉
協
議
会
、
み
や
ぎ
生
活
協
同
組
合
か
ら
名
義
後
援
を
い
た

だ
い
て
い
る
。

　

以
下
、
本
稿
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｃ

Ｓ
Ｗ
）
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始
め
ら
れ
た
経
緯
や
背
景
、

ま
た
こ
れ
ま
で
の
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
４
年
間
の
事
業
実
績
や
開
講

形
態
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
中
心
と
し
て
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
こ

と
と
す
る
。

１�　
Ｃ
Ｓ
Ｗ
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
の
取
り
組
み
の�

経
緯
と
そ
の
背
景
的
要
因

　

本
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
の
連
携
自
治
体
と
な
っ
て
い
た
仙
台
市
が
２

０
１
２
年
に
策
定
し
た
第
２
期
仙
台
市
地
域
保
健
福
祉
計
画
で
は
、

そ
の
「
基
本
的
方
向
２
」
の
中
で
「
人
材・

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

育
成
（
重
点
）」
と
し
て
「
地
域
に
お
け
る
保
健
福
祉
活
動
を
活
性

化
す
る
た
め
に
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
機
会

が
必
要
で
す
。
震
災
時
に
お
い
て
は
、
地
域
の
核
と
な
る
リ
ー
ダ
ー

の
存
在
が
迅
速
な
支
援
活
動
に
つ
な
が
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
制
度
の
狭
間
に
あ
る
複
雑
な
生
活
課
題
が
増
加
し
て
お
り
、

そ
の
よ
う
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
関
係
者・

関
係
機
関

小
特
集

履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
活
用
の
現
状

Ｃ
Ｓ
Ｗ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

阿
部 

重
樹
●
東
北
学
院
大
学
経
済
学
部
共
生
社
会
経
済
学
科
教
授
、
学
長
室
長
、
地
域
共
生
推
進
機
構
長
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等
と
の
連
携
を
図
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
）
が
必
要
で
す
。
効
果
的
な
講
座
や
研
修
を

開
催
し
、人
材・

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
を
推
進
し
ま
す１。」
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
実
際
に
、
仙
台
市
で
は
２
０
１
４
年
度
か
ら

仙
台
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
専
門
職
と
し
て
の
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
配
置
に

係
る
新
た
な
予
算
措
置
も
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
本
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業

と
連
携
す
る
仙
台
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
「
第
３
次
地
域
福
祉
活

動
計
画　

せ
ん
だ
い
ａ
ｉ
プ
ラ
ン
」（
２
０
１
３
年
３
月
）
に
お
い

て
も
、
ま
た
「
宮
城
県
地
域
福
祉
支
援
計
画
（
第
２
期
）」（
２
０

１
１
年
３
月
）
に
も
同
様
の
指
摘
を
見
る
こ
と
が
で
き
る２。
い
ず

れ
に
し
ろ
、
こ
れ
ら
の
計
画
か
ら
も
、
Ｃ
Ｓ
Ｗ
が
今
後
の
地
域
福

祉
推
進
に
お
け
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
そ
の

養
成
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
Ｃ
Ｓ
Ｗ
は
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
と
の
理
解
が

一
般
的
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
自
明
の
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
認
識
は
、
確
か
に
一
面
で
は
事
柄
を
正
し
く
捉
え
て
い
る
と

も
い
え
よ
う
。
し
か
し
他
方
、
現
実
に
は
、
地
域
の
生
活
（
福
祉
）

課
題
を
把
握
し
、
個
別
支
援
と
と
も
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や

地
域
の
も
つ
福
祉
課
題
解
決
力
を
強
め
る
な
ど
を
通
じ
て
地
域
を

支
援
し
、
問
題
の
解
決
（
改
善
）
を
図
る
と
い
う
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
役
割

と
機
能
を
担
い
な
が
ら
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
、
生
活

支
援
相
談
員
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
、
訪
問
看
護
セ
ン
タ
ー

の
看
護
師
、
児
童
相
談
所
職
員
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
職
員
な
ど
が
地
域
社
会

の
中
で
活
動
し
て
い
る
と
い
う
事
実
も
あ
る
。

　

こ
う
し
た
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
理
解
を
め
ぐ
る
状
況
も
あ
っ
て
、
前
述
の

Ｃ
Ｓ
Ｗ
研
究
会
で
は
、
次
の
よ
う
な
本
質
的
な
問
題
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
先
ず
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
際
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
な
る
Ｃ
Ｓ
Ｗ
と
は
い
っ
た
い
誰
の
こ
と
を
い
う
の
か

と
い
う
こ
と
が
実
は
そ
れ
ほ
ど
自
明
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。
そ

し
て
、
何
よ
り
も
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
養
成
に
つ
い
て
も
、
体
系
的
な
課
程

や
講
座
が
存
在
せ
ず
、
社
会
的
に
共
有
化
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
ら
の
問
題
が
明
ら
か
に
な
っ

た
深
奥
に
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｗ
が
資
格
化
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
も

あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
も
背
景
的
要
因
と
な
っ
て
、

県
内
の
各
自
治
体
に
お
い
て
も
、
そ
の
必
要
性
は
十
分
に
認
識
さ

れ
つ
つ
も
、
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
配
置
に
つ
い
て
、
よ
り
積
極
的
に
取
り
組

め
ず
に
い
る
の
で
は
な
い
か
と
評
価・

判
断
す
る
に
至
っ
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」
と
い

う
近
年
の
国
家
レ
ベ
ル
の
政
策
理
念
と
も
軌
を
一
に
し
な
が
ら
、

前
述
の
仙
台
市
、
宮
城
県
な
ど
に
お
け
る
福
祉
施
策
の
動
向
に
見

ら
れ
る
社
会
的
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
、
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
本
格
的
な
養
成

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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２　
Ｃ
Ｓ
Ｗ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
事
業
概
要

①�　

Ｃ
Ｓ
Ｗ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
こ
れ
ま
で
の
事
業
実
績

　

最
初
に
、
本
学
の
Ｃ
Ｓ
Ｗ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全
体

構
想
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
図
表
１
を
ご
参
照
い
た
だ

き
た
い
。

　

次
に
、
こ
れ
ま
で
の
４
年
間
の
事
業
実
績
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。

ま
ず
受
講
者
数
の
推
移
で
あ
る
が
、
２
０
１
６
年
度
は
18
名
（
修

了
者
14
名
）、
２
０
１
７
年
度
15
名
（
14
名
）、
２
０
１
８
年
度
10

名
（
10
名
）、
２
０
１
９
年
度
11
名
で
あ
り
、
男
女
比
に
つ
い
て
は

お
お
よ
そ
６
対
４
の
比
率
と
な
っ
て
い
る
。
受
講
者
の
職
種
は
、

市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
、
社
会
福
祉
法
人
職
員
、
被
災
者

支
援
、
ま
ち
づ
く
り
関
係
な
ど
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
係
者
、
市
町
村
教
育
委

員
会
職
員
、
会
社
員
、
市
民
、
学
生
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
受
講

者
は
宮
城
県
の
中
心
地
で
あ
る
仙
台
市
を
始
め
と
し
て
、
県
北
、

県
南
の
10
以
上
の
市
町
か
ら
参
加
が
あ
り
、
さ
ら
に
福
島
県
か
ら

の
受
講
者
も
２
名
が
修
了
し
て
い
る
。

②�　

Ｃ
Ｓ
Ｗ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
講
形
態

　
　

 

（
２
０
２
０
年
度
募
集
要
項
か
ら
）

　

２
０
１
６
年
４
月
か
ら
文
部
科
学
省
「
職
業
実
践
力
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
Ｂ
Ｐ
）」
認
定
事
業
と
し
て
開
講
さ
れ
た
履
修
証
明
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
あ
る
が
、
２
０
１
７
年
度
か
ら
は

厚
生
労
働
省
「
専
門
実
践
教
育
訓
練
給
付
金
」
対
象
講
座
の
認
定

も
受
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
講
料
が
10
万
円

（
学
生
は
６
万
円
）
と
な
っ
て
い
る
た
め
に
、
社
会
人
受
講
生
の
経

図表１　コミュニティソーシャルワーカー （CSW）
スキルアッププログラム　　　　

せんだい宮城の地域福祉の推進に社会的インパクトをもった 
新たな状況の創造を目指すイノベーショナルな取り組み　　

コミュニティソーシャルワーカー CSW スキルアッププログラム

CSW研究会

研究会 参加者例
・ 自治体関係者 ・ 社会福祉協議会関係者
・ CSW養成講座 講師、履修生
・ 大学関係者 等

CSW養成講座

養成講座 受講者例
・ 市町村社会福祉協議会職員  ・ 児童相談所職員
・ 地域包括支援センター職員     ・ 保健センターの保健師
・ 訪問看護センターの看護師 ・  NPO職員 等

カリキュラムの見直し実実務務家家××研研究究者者にによよるる本本格格的的なな学学びびのの場場

CSW活用現場

『CSWに求められる役割』
・ 地域資源のほりおこしとネットワークづくり
・ 地域の福祉課題の把握と解決
・ 個別支援
・ 新たなサービスの開発や自治体への提案 など

・ 講座終了後の継続的な学びの場
・ 講師陣による、実践活動へのスーパービジョン
・ CSW活動ノウハウの共有化
・ 多職種間のネットワークの構築
・ カリキュラムの見直し

継続的な学びの場

講講座座終終了了後後のの継継続続的的なな学学びびのの場場

研究成果を現場で活用先端の知見を教材化

事例の共有化地域福祉の専門的な担い手

せんだい宮城の地域福祉の推進に社会的インパクトをもった新たな状況の創造を目指すイノベーショナルな取り組み

・ 体系性と実践性をもったカリキュラム
・ 開講総時間数136時間の本格的な学び
・ 地域福祉の現場で活躍する多彩な講師陣

ココミミュュニニテティィソソーーシシャャルルワワーークク活活用用のの場場
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済
的
負
担
を
幾
分
か
で
も
軽
減
し
た
い
と
の
趣
旨
に
よ
っ
て
い
る
。

ま
た
、募
集
定
員
は
20
名
で
あ
り
、１
コ
マ
90
分
で
原
則
と
し
て
土

曜
日
に
４
コ
マ
の
講
義
が
あ
る
。
２
０
２
０
年
度
は
、
開
講
式
が

行
わ
れ
る
４
月
18
日
の
第
１
回
の
授
業
日
か
ら
翌
年
２
月
20
日
の

最
終
報
告
会
ま
で
の
開
講
総
時
間
数
１
４
１
時
間
、
３
月
13
日
の

履
修
証
明
書
授
与
式
ま
で
、
１
年
の
履
修
期
間
を
予
定
し
て
い
る
。

③　

Ｃ
Ｓ
Ｗ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
図
表
１
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
Ｃ
Ｓ

Ｗ
研
究
会
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、
体
系
的
か
つ
実
践
性
を
強
く
志

向
す
る
も
の
と
し
て
開
発
さ
れ
て
い
る
。

　

図
表
２
に
あ
る
よ
う
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
五
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
目
は
、
い
わ
ゆ
る
養
成
課
程
の
基
礎

理
論
と
し
て
の
「
基
礎
科
目
」
で
あ
る
。
二
つ
目
の
「
必
須
理
論
」

に
分
類
さ
れ
て
い
る
科
目
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｗ
が
地
域
福
祉
を
推
進
し
よ

う
と
す
る
際
に
直
面
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
実
態
に
則
し
た
理
論

的
基
盤
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
「
デ
ー
タ
に
よ
る
社

会
調
査・

分
析
」
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
調
査

の
双
方
に
つ
い
て
、
実
践
例
に
よ
り
な
が
ら
、
そ
の
背
後
に
あ
る

考
え
方
（
理
論
）
を
教
授
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

三
つ
目
の
「
実
践
技
法
」
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｗ
が
実
際
の
活
動
に
お
い

て
求
め
ら
れ
る
技
法
に
係
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
実
践
に

係
る
技
法
の
理
解
や
修
得
を
目
指
す
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
技
法
を
支
え
る
理
論
的
知
識
に
つ
い
て
の
理
解
も
図
ら
れ
る
よ

う
意
図
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
特
論
演
習
」
と
い
う
四
つ
目
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｗ
が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多
様

な
地
域
課
題
と
、
そ
の
解
決・

改
善
に
密
接
に
関
係
す
る
社
会
資

源
（
地
域
資
源
）
の
実
践
例
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

最
後
の
五
つ
目
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
仙
台
市
を
は
じ
め
と
す
る

宮
城
県
内
の
５
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
Ｃ
Ｓ
Ｗ

と
し
て
積
極
的・

主
体
的
に
、
ま
ち
づ
く
り
に
係
っ
て
き
た
５
名

の
講
師
の
体
験
や
市
民
セ
ク
タ
ー
を
テ
ー
マ
と
す
る
理
論
的
研
究

を
題
材
と
し
た
「
事
例
研
究
」
が
、
そ
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
毎
年
度
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
見
直
さ
れ
て
お
り
、
新
し

く
開
講
さ
れ
た
科
目
に
つ
い
て
は
、
過
年
度
の
修
了
生
に
も
受
講

の
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直

し
は
、
受
講
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
本
学
経

済
学
部
、
経
営
学
部
、
教
養
学
部
、
地
域
共
生
推
進
機
構
に
所
属

す
る
教
員
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
講
師
な
ど
と
し
て
関
係
す
る
他
大

学
の
教
員
、
ま
た
現
場
か
ら
も
宮
城
県
お
よ
び
仙
台
市
社
会
福
祉

協
議
会
職
員
が
構
成
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
Ｃ
Ｓ
Ｗ
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
会
議
で
行
わ
れ
て
い
る
。�
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図表２　2020年度 履修証明プログラム「コミュニティソーシャル
　　　　ワーカー （CSW）スキルアッププログラム」カリキュラム

 
 

2020 年度 履修証明プログラム「コミュニティソーシャルワーカー（ＣＳＷ）スキルアッププログラム」カリキュラム 
分類 科目名 時間 内容 

必

修

科

目 

基

礎

科

目 

地域福祉の時代とコミュニティソーシャルワーク ３ 
・自助・共助・公助の福祉ミックス 

・地域福祉をめぐる政策の動向 

コミュニティソーシャルワークⅠ ３ 
・コミュニティソーシャルワーク 

コミュニティソーシャルワークⅡ ３ 

ケースワーク ３ 
・個別支援 

・相談援助、面接技術 

社会保障制度の新たな動向Ⅰ ３ ・社会保障、制度改革、課題と展望 

・宮城県と仙台市の社会福祉の現状と課題 社会保障制度の新たな動向Ⅱ ３ 

必

須

理

論 

データによる社会調査・分析（社会疫学）Ⅰ ３ ・アンケート調査の実際 

・統計ソフトを使った分析の実践 データによる社会調査・分析（社会疫学）Ⅱ ３ 

データによる社会調査・分析（ライフストーリー聞き取り）Ⅰ ３ 
・社会調査としてのライフストーリー聞き取り 

データによる社会調査・分析（ライフストーリー聞き取り）Ⅱ ３ 

地域の施策と資源理解Ⅰ ３ ・福祉の担い手とその役割と現状 

・地域福祉資源の抱える課題と解決方策 地域の施策と資源理解Ⅱ ３ 

地域社会と CSR（企業の社会的責任） ３ 
・企業の社会的責任の正確な理解と現代的潮流 

・社会貢献を視点とする企業と地域社会との関係性 

組織運営 ３ 

・リーダーシップと組織のマネジメント 

・人的資源マネジメント 

・地域住民の組織化 

地域福祉活動計画Ⅰ ３ ・実例に基づく地域福祉活動（支援）計画の理解 

・地域福祉活動計画策定の実際とその課題 

・地域福祉活動計画の評価 

地域福祉活動計画Ⅱ ３ 

地域福祉活動計画Ⅲ ３ 

 
中間報告会（グループワーク） ３ ・グループワーク 

最終報告会（グループワーク） ３ ・グループワーク 

選

択

科

目 

実

践

技

法 

地域福祉とファンドレイジングⅠ ３ 
・CSW の使命とファンドレイジングの関係性の理解 

・福祉におけるファンドレイジングの潮流 

・福祉におけるファンドレイジングの成功事例 

・個人や企業への具体的なアプローチ手法 

・社会的インパクト志向の地域福祉活動の作り方と関係団体との連携 
地域福祉とファンドレイジングⅡ ３ 

協働の手法Ⅰ ３ ・協働の歴史、協働の事例 

・課題と今後について 協働の手法Ⅱ ３ 

ファシリテーションの実際とワークショップ運営Ⅰ ３ ・ファシリテーションの基礎と実践 

・ワークショップの設計と運営 ファシリテーションの実際とワークショップ運営Ⅱ ３ 

ファシリテーショングラフィックス ３ ・ファシリテーショングラフィックの基本的技術と実践 

災害ケースワーク ３ 

・災害時におけるソーシャルワークの必要性とその理論について 

・災害時特有の状況と課題を踏まえた災害ケースワークについて 

・災害とコミュニティソーシャルワークの関係性について 

健康格差論 ３ 
・社会環境における健康づくりの理解 

・健康に影響を及ぼす社会経済的要因についての考察 

傾聴の技法 ３ 
・相談力向上（聴き上手になる）技法 

・ワーカーの持つ価値に係る自己覚知の意義 

特

論

演

習 

特論演習ⅠＡ（高齢者支援と地域社会） ３ ・地域包括ケアセンターの活動の実際 

・地域包括ケアシステム構築に向けての課題 特論演習ⅠB（高齢者支援と地域社会） ３ 

特論演習ⅡA（生活困窮者支援と地域社会） ３ 
・生活困窮者自立支援制度の実際と課題 

特論演習ⅡB（生活困窮者支援と地域社会） ３ 

特論演習ⅢA（子育て支援と地域社会） ３ 
・子どもたちが明日に希望が持てる地域社会を目指す 

特論演習ⅢB（子育て支援と地域社会） ３ 

特論演習ⅣA（障害者支援と地域社会） ３ ・障害者を取り巻く地域社会の現状と課題 

・課題解決に向けた方策と目指すべき方向 特論演習ⅣB（障害者支援と地域社会） ３ 

特論演習ⅥA（精神障害者支援と地域社会） ３ ・精神障害者を取り巻く地域社会の現状と課題 

・課題解決に向けた地域における支援者の役割 特論演習ⅥB（精神障害者支援と地域社会） ３ 

特論演習ⅧA（SDGs と地域社会） ３ 
・SDGs と地域社会との関係、活動の実際 

特論演習ⅧB（SDGs と地域社会） ３ 

事

例

研

究 

事例研究ⅠＡ(まちづくりとコミュニティソーシャルワーク：仙台市を事例として) ３ ・仙台市における先取的な事例紹介と演習形式での検討 

事例研究ⅠＢ(まちづくりとコミュニティソーシャルワーク：南三陸町を事例として) ３ ・南三陸町における先取的な事例紹介と演習形式での検討 

事例研究ⅡＡ（石巻市を事例としたコミュニティソーシャルワーク） ３ ・石巻市における事例紹介と演習形式での検討 

事例研究ⅡＢ（柴田町を事例としたコミュニティソーシャルワーク） ３ 
・柴田町の地域包括支援センターに寄せられた相談事例等を通して個別支

援と地域支援を考える 

事例研究ⅢＢ（市民セクター／社会的経済の展開とその課題） ３ 
・市民セクター（ボランティア・NPO）の歴史的展開 

・ソーシャル・ビジネス（社会的事業）の台頭とその課題 

事例研究Ⅳ（地域活動を事例としたコミュニティソーシャルワーク） ３ ・地域活動の先取的な事例紹介 
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●
注

１　
「
第
２
期
仙
台
市
地
域
保
健
福
祉
計
画　

支
え
合
い
の
ま
ち
推

進
プ
ラ
ン
～
復
興
を
支
え
る
市
民
の
絆
と
力
を
、
地
域
の
福
祉
力

へ
～
」（
仙
台
市
健
康
福
祉
局
健
康
福
祉
部
社
会
課
）、
２
０
１
２

年
10
月
、
48
頁
。

２　

本
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
と
連
携
す
る
仙
台
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
策

定
し
た
「
第
３
次
地
域
福
祉
活
動
計
画　

せ
ん
だ
い
ａ
ｉ
プ
ラ
ン
」

（
２
０
１
３
年
３
月
）
に
お
い
て
も
、「
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
の

地
域
の
人
材
育
成
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
の
ル
ワ
ー
カ
ー

育
成
強
化
」（
22
―
23
頁
、
29
頁
、
46
頁
）
が
計
画
に
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。
同
様
に
、「
宮
城
県
地
域
福
祉
支
援
計
画
（
第
２
期
）」

（
宮
城
県
保
健
福
祉
部
社
会
福
祉
課
、
２
０
１
１
年
３
月
、
13
頁
、

20
頁
）
に
同
様
の
指
摘
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

�

　

こ
れ
ら
三
つ
の
地
域
福
祉
計
画
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
、
計
画

の
見
直
し
時
期
を
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
新
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る

が
、
現
在
ま
で
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
養
成
と
い
う
点
は
踏
襲
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
重
視
す
る
方
向
に
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん
だ
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
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